◇単元計画「動物のからだのつくりとはたらき」（全７時間）
	主な学習活動
	時数
	指導上の留意点

	
○コンセンサスゲーム（宇宙に持参する物のリストに優先順位をつけさせる）をする。
・コンセンサスゲームに意欲的に取り組み，生命を維持させる物の優先順位が高いことから，生命を維持する働きについて考える。
	1
	○日常生活と関連づけさせることで，生命を維持するために必要な物質は何かを考えさせる。

	
○だ液の働きを調べる(1)。
・デンプンが，だ液の働きによって，糖に変化するのかを調べる方法を考え，説明する。
	1
	○派遣員方式を用いることで，一人一人に自分の考えを説明させる。

	
○だ液の働きを調べる(2)。
・だ液によって，デンプンが分解されることを実験によって調べる。
・実験結果から，デンプンの分解をだ液の働きと関連付けて考察する。
	1
	○前時に考えた実験計画を活用させて，実験を行う。

	
○おもな消化液と消化酵素の働きを知る。
・いろいろな消化酵素の働きにより，食物の成分が小腸から吸収されやすい小さな物質に分解されることを説明する。
	1
	○ブタの小腸を用いて，粒子の大きさと吸収の関係を捉えさせる。


	
○小腸のつくりと働きを知る。
・柔毛が無数にある理由を効率的な養分の吸収と関連付けて説明する。
○肝臓の働きを知る。
・栄養分を貯蔵し，有害な物質を無害な物質に変える肝臓の働きを理解する。
	1
	○小腸の実物や映像教材を用いることで，視覚的に捉えさせる。

	
○肺のつくりと働きを知る。
・肺の内部には，肺胞という無数のつくりがあることを観察により見いだす。
	1
	○ブタの肺の解剖を通して，肺の内部にたくさんの肺胞があることに気づかせる。

	
○これまでの学びをもとに，体内でのエネルギーのつくり方を知る。
・消化酵素の働きにより分解された養分と，肺から取り入れた酸素を用いて，細胞でエネルギーがつくられる仕組みを説明する。
	1
	○これまでの授業をしっかりと想起させる。
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